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社会福祉協議会は、
住民の皆さんの参加と協力によって運営され、
福祉のまちづくりをすすめている民間の福祉団体です。

私たち「ぬくもり」の会は一色地区が温かくより住みよ
い街となるよう葉山町福祉課および社会福祉協議会との協
働で活動を開始し、７年が経過しました。発足当初は試行
錯誤の連続で、県内の先進事例の見学や研修に明け暮れて
いました。しかし、町の福祉課のご尽力で一色いこいの家
に拠点を設けてから活動は本格化し、今ではボランティア
（有償・無償）を含め50名の大所帯となっています。予算
も社協からの支援の他、個別支援活動の収入、各種親睦・
交流会の会費を含め、おかげさまでそれなりの規模となり
つつあります。私たちの活動は子供から高齢者まで安心・
安全に一色地区で暮らせるよう生活の支援をしていくこと
にあります。そのためには人と人とのつながりが大切であ
ると考え、各種親睦・交流活動も行っています。「温もり
のある永く住みたい街」になればと願って！

活動の内容を下記します。

１．個別支援活動
主として高齢者や体の不自由な方の生活支援を目的と

して次の活動を行っています。草取り、木の枝打ち、掃
除、ゴミ出し、買い物支援、家具の移動、不用品の廃棄・
運搬・片付け、家具や家の簡単な修理、その他。これら
の活動では年間100件ほどの依頼を受けています。

２．親睦・交流活動（コロナ禍の下では活動が制約されて
います）

（１）健康麻雀：一色いこいの家にて週１回
（２）ぬくもりカフェ：一色第二岡会館にて月２回
（３）クリスマスコンサート：いこいの家または福祉文化

会館にて年１回

葉山では町内各地域で様々な住民活動が活発に行われています。
今回は一色地区で活動する「ぬくもり」の会の活動についてご紹介します。

一色地区福祉の輪「ぬくもり」の会について

健康麻雀個別支援活動 ぬくもりカフェ

連絡先：一色地区福祉の輪「ぬくもり」の会　事務局　電話046-875-4922（坂田）
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年末たすけあい運動助成事業（一般助成）
二次審査会（プレゼンテーション審査）の結果について
神奈川県共同募金会葉山町支会が12月に実施しました「年末たすけあい募金運動」で集められた募金を財源にして、地域福祉

の推進を目的にした令和４年度実施予定の住民主体の取り組みの活動経費（一部）について、３年を上限に助成し応援します。
今回は新規・継続申請を合わせ３団体からの申請があり、一次審査（書類審査）、二次審査（プレゼンテーション審査会）を経て、

下記の通り助成が決定いたしました。
コロナ禍を経験し、住民の生活課題や地域活動の進め方にも変化や対応の工夫が求められる状況の中で、各申請団体とも今の

福祉課題・地域課題を捉えた住民主体での取り組みを提案され、多くの効果が期待されます。
年末たすけあい募金にご協力くださいました町民の皆様、町内会・自治会関係者などの皆様に厚く御礼申し上げます。

団体名 助成決定事業の概要 助成決定額

特定非営利活動法人
葉山フレンドシップ

「孤立防止と見守り事業」【3年目】
家に閉じこもりがちな一人暮らし高齢者や高齢者夫婦などが家庭的な昼食をとり、軽い運動
や交流などができるコミュニティーサロンの開催（自力来場が難しい方は送迎付き）や、自宅
での食事ケアと見守りを兼ねたお弁当の配達を行う取り組みです。

400,000円

わかり・あ

「すべての子どもたちの『自分らしく生きる』を叶えるためのエコロジカルデザインの礎づくり
事業」【3年目】
「教育×福祉×地域」（メゾシステム）のつながりを基軸にした、子どもも大人も自分らしく生
きることを叶えられる地域社会にすることを目的に、子育て中の親、先生などの学校関係者、地
域住民などがともに“学ぶ（理解・経験）”勉強会、“出会う（つながる・安心する）”お茶会、
そして“輝く”活動を創造する取組みです。

400,000円

葉山町体育協会

「万歩計アプリを活用したシニアの健康維持プロジェクト」【初】
コロナ禍でシニア世代の交流や運動の機会が減っており、介護予防と健康・つながりの維持
を目的として、自分の都合でウォーキングなど手軽な運動が行える専用アプリを作成し、行っ
た運動をポイント化しギフト券等に交換し運動へのモチベーションを高めるとともにアプリを
通じた住民同士の交流を促進する取組みです。

300,000円

合計 1,100,000円

二次審査（公開プレゼンテーション審査会）の様子
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日常生活自立支援事業は、高齢や障害などにより、福祉サービ
スの利用や日常的な金銭管理について、自分ひとりでは判断が難
しい方を契約によりお手伝いするサービスです。

生活支援員は、支援計画に沿って金融機関や自宅に伺い支援を
行います。

【応募資格】福祉に理解・関心のある方
【勤務時間】平日８時３０分～１７時の間でシフト制
【賃　　金】時給１, ０５０円
【応募・問い合わせ】履歴書を郵送または持参。書類選考通過者
に面接を行います。
葉山町社会福祉協議会　葉山あんしんセンター
　　　　　　　　　　　TEL：０４６−８７５−９８８９

神奈川県内の小中学生などを対象に、福祉について日常で感じた事を作文にする
「神奈川県福祉作文コンクール」が今年も開催されました。昨年度はコロナ禍の影響
により中止となり、２年ぶりの開催となった今回、葉山町では総作品数115作品とた
くさんの応募がありました。その中から厳正な審査会のもと『葉山地区代表作品』と
して３作品選出させていただき、神奈川県最終審査会に提出したところ、そのすべて
が入選する結果となりました。ご応募いただきました皆様、ありがとうございました。

最優秀賞
・神奈川新聞社長賞・・・・・・・・「知る」ということ
　　　　　　　　　　　　　　　　　葉山町立南郷中学校 １年生　草柳　風太 氏
・神奈川県共同募金会長賞・・・・・福祉と障害と多様性
　　　　　　　　　　　　　　　　　葉山町立南郷中学校 １年生　小宮　一葉 氏
優秀賞・・・・・・・・・・・・・・障がい者アートの未来
　　　　　　　　　　　　　　　　　葉山町立葉山中学校 ３年生　石川　万太 氏

第44回神奈川県福祉作文コンクール　入選

加齢や障害等により、ミニデイサービスやサロン、買い物などのちょっと
した外出が1人では難しく家にこもりがちの方が増えています。孤立せず社
会とのつながりを維持できるよう、介助のコツや送迎活動についての講習を
行います。
日　時：第1日目　令和4年2月28日（月）13：00～16：30
　　　　第2日目　　　〃   3月 7日（月）13：30～16：30
　　　　第3日目　　　〃　3月14日（月）9：30～17：00の内、

1人90分程度
場　所：第1日目　葉山町保育園・教育総合センター 研修室・会議室1
　　　　第2日目　葉山町福祉文化会館 2階 集会室（和室）
　　　　第3日目　葉山町福祉文化会館周辺及び公道
内　容：第1日目　座学（介助の心得・気遣い）と実習（立ち上がり・歩行・

階段の介助、車椅子操作、車の乗降介助）
　　　　第2日目　講義（移動サービスの概論、運転の心得、リスクマネジ

メント等）
　　　　第3日目　運転講習
対　象：原則、葉山町民（第2・3日目は普通自動車免許所持者、第3日目は

75歳未満）
受講料：第1日目 無料、第2日目 1,000円、第3日目 3,000円（運転講習代・

修了認定証発行代）
定　員：日程ごとに各24名【先着順】
申込先：葉山町社会福祉協議会（はやま住民福祉センター）
　　　　TEL：875-9889　FAX：876-1873
　　　　E-mail：hvc@hayamashakyo.com

スマホ、タブレット、パソコンに興味があるけど苦手意識がある人
を対象に、使い方や知りたいことを個別にITに詳しいボランティアがサ
ポートします。

日　時：2月7日（月）2月21日（月）

　　　　各日とも　一部10時～11時

　　　　　　　　　二部15時～16時　

場　所：葉山町社会福祉協議会

　　　　ちっくりかん

　　　　（逗子駅行風早橋バス停前）

対　象：町内在住

定　員：各1名【先着順】

受講料：無料

申込先：葉山町社会福祉協議会

　　　　TEL：875-9889

　　　　FAX：876-1873

送迎ボランティア養成講座

日常生活自立支援事業（葉山あんしんセンター）
生活支援員募集

草柳　風太 氏 小宮　一葉 氏 石川　万太 氏

里山の学校は、2020年４月より、様々なタイプの子どもたちを対象に、自然の
中でのびのびと過ごす体験からの学びの場の提供や、パパ、ママに向けて子育て
のサポートをする活動をしています。今回は葉山町社会福祉協議会の年末たすけ
あい運動助成を受け、葉山町内在住の皆様に向けて、一日体験会の参加者を募集
します。

日々の子育てについての疑問・お悩み、お子様の成長発達についてはもちろん、
学校生活、不登校についてのご相談もお受けします。

内容：
・ミニレクチャー～子どもたちの健やかな成長・発達について～
　講師：明星大学教育学部教授　星山麻木先生
・ホースハーモニー体験（馬とのふれあい／希望者のみ）
・FIKA（フィーカ：楽しくおしゃべりタイム）

日　時：２月27日（日）、３月20日（日）10：00 ～ 14：00
場　所：星とおひさま葉山里山の学校（葉山町上山口3084）
対　象：町内在住の小中学生とその保護者／定員各回親子10組
参加費：各回親子1組3,000円（子ども1名追加につき+1,000円）
持ち物：昼食、飲み物、おやつ、筆記具
その他：・各回のお申込みが必要　・小雨決行（荒天中止）
　　　　・駐車場利用希望の場合はご予約時にお申し出ください。
後　援：葉山町教育委員会
申し込み・問い合わせ：

ホームページのお申込みフォームよりお申込みください。
一般社団法人　星とおひさま葉山里山の学校
http://hoshi-ohisama-hayama.com/   TEL：070-2260-5857

一定の所得以下の世帯に対して、学校教育法に定められた高等学校、大学など
への進学や通学に必要な経費を貸し付けるものです。
教育支援費 就学支度費
就学するために必要な経費
・授業料、施設整備費、教材費、通学交通費等

新入学時にのみ必要な経費
・入学金、制服代等

限度額（月額） 限度額
高等学校等 35,000円まで 高等学校等 500,000円まで

※入学時1回のみ
※転校は対象外

短期大学等 60,000円まで 短期大学等
大学 65,000円まで 大学

対象世帯
・世帯収入が生活福祉資金収入基準以下の世帯（窓口でご確認ください）
・神奈川県にお住まいで、住民票もその住所にある世帯
教育支援資金の特徴
・連帯保証人は、原則として不要です。
・対象経費には制限があります。
　※自己資金で対応できる金額を除いた経費を貸付けます。
　※支払い済みの経費は、貸付できません。
・他から借入ができる方は、そちらが優先になります。
・償還の意思を明確にしていただきます。
・親権者の同意が必要です。
　※原則として修学者を借受人とします。
・窓口となる社会福祉協議会とお住まいの地域の担当民生委員の支援を受けてい

ただきます。

星とおひさま葉山里山の学校　一日体験会

生活福祉資金貸付制度（教育支援資金）のご案内

お問合せ：葉山町社会福祉協議会　貸付担当（TEL：875-9889）

葉山じょうほうカフェ
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コ
ロ
ナ
に
抑
圧
さ
れ
た
年
も
や
っ

と
明
け
、
皆
様
、
新
年
を
如
何
に
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
10
月
末
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
が
激
減
し
て
、
課
せ
ら
れ
て
い

た
様
々
な
制
約
が
解
除
さ
れ
、
皆
様
、

そ
れ
と
無
く
ホ
ッ
と
し
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

然
し
、
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
言
え
、
毎
日
の
生
活
は
何
か

と
制
約
も
あ
り
、
緊
張
感
を
伴
い
、
ま
だ
ま
だ
、
心
か
ら
安
心

し
た
日
常
生
活
は
出
来
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
は
様
々
な
現
象
、
事
案
を

私
ど
も
に
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
は
全
世
界
的
な
規
模

で
感
染
が
拡
大
し
た
の
で
、
そ
の
対
応
に
は
、
そ
の
国
の
国
柄
、

国
民
性
を
初
め
と
し
て
法
律
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
の

対
応
が
様
々
で
あ
り
大
変
参
考
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
応
か
ら
は
今
後
に
適
応
さ
れ
る
、
新
し
い
方
向
性

に
気
付
か
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
つ
の
新
し
い
形
の
「
文
化
革
命
」
と
云
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

例
え
ば
、
勤
務
の
状
態
、
勤
務
に
伴
う
様
々
な
慣
行
等
々
生

活
に
入
り
込
ん
で
い
る
文
明
の
利
器
の
活
用
で
、テ
レ
ワ
ー
ク
、

在
宅
勤
務
、
仕
事
場
に
お
け
る
人
間
関
係
、
会
食
等
の
減
少
等
、

従
来
の
慣
習
、慣
行
が
変
わ
っ
て
来
た
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

よ
い
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り
合
理
的
に
機
能
的

に
変
え
て
行
く
良
い
機
会
か
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
感
染
防
止
の
た
め
、
社
協
の
活
動
も
か
な
り
の

制
約
を
受
け
、
皆
様
に
も
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

地
域
支
援
活
動
等
も
規
模
は
縮
小
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
形
で

の
支
援
活
動
を
は
じ
め
出
来
る
限
り
の
努
力
は
さ
せ
て
頂
け
た

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
で
あ
る
生

活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
は
平
時
の
約
70
倍
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
改
め
て
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上

げ
、
葉
山
町
町
民
の
方
々
を
誇
り
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
共
同
募
金
、
社
協
会
費
へ
の
皆
様
の
ご
協
力
で
す
。

神
奈
川
県
下
殆
ど
の
市
町
村
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
額
が
大

き
く
減
少
し
、
社
協
の
福
祉
活
動
に
影
響
が
出
る
懸
念
も
出
て

お
り
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
募
金
額
が
減
少
す
る
こ
と

は
、
や
む
を
得
な
い
事
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
葉
山
町

の
減
少
率
は
数
％
で
し
た
。
こ
れ
に
は
私
は
大
変
感
動
い
た
し

ま
し
た
。

あ
る
調
査
で
は
、
葉
山
町
は
首
都
圏
の
住
み
続
け
た
い
街
ラ

ン
キ
ン
グ
上
位
に
入
る
な
ど
、
気
候
風
土
は
云
う
に
及
ば
ず
環

境
、
地
勢
等
に
加
え
て
住
ん
で
い
る
町
民
の
方
々
の
精
神
的
豊

か
さ
が
こ
の
町
を
支
え
て
い
る
要
素
の
一
つ
に
あ
る
か
ら
だ
と

改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

今
年
度
は
、
過
去
２
年
間
の
鬱
積
を
晴
ら
す
意
味
で
も
、
活

動
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
の
来
な
い
事
、
ま
た
も
し
来
た

と
し
て
も
小
さ
な
波
で
終
わ
る
事
を
祈
っ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

会
長
　
山
本
　
牧
人

お問い合わせ

葉山すくすく子育てメール配信中！
様々な検診や児童館情報など、葉山町の子育て情報をお届けします。
QRコードから、空メールを送れば登録完了。個人情報等は不要です。
QRコードを読んで、表示されたメールアドレスに空メールを送ってください。
QRコードが読めない方や、PCでの登録の方は、sukupara-fjoin@5-55.jp へ空
メールを送ってください。
折り返し、『“sukupara” メーリングリストへようこそ』というメールが返って
きたら登録完了です。

内　　容：葉山町内の地域で介護保険「訪問介護」等の身体介護、生活援助
勤務時間：月曜日から土曜日の間の8時〜18時、ご希望の曜日や時間について相談

をしながら決めています。週1時間でもOK
条　　件：ヘルパー2級、初任者研修を受講済の方。未経験の方歓迎です。
給　　与：時給1,500円～2,000円
選考方法：面接
そ の 他：健康診断年1回無料
連 絡 先：葉山町社会福祉協議会介護サービスセンター

電話：８７７－１０３１　FAX：８７４－９３１１
E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com　担当：山下　淳

ヘルパー募集（パート）
＜葉山町社会福祉協議会＞

TEL：875-9889 FAX：876-1873 E-mail：shakyo@hayamashakyo.com 

◆法人運営 社会福祉協議会の運営に関する窓口 

◆介護サービスセンター ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する窓口 

FAX：874-9311 E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com 

◆はやま住民福祉センター 

福祉に関する相談窓口  

地域活動やボランティア活動に関する窓口  

日常生活自立支援に関する窓口

 

貸付に関する窓口

 
在宅福祉サービスに関する窓口  

◆葉山町地域包括支援センター 高齢者に関する総合相談窓口 

TEL：877-5324 E-mail：houkatsu@hayamashakyo.com 

住所：葉山町一色2512-14　須永マンション２階

ケアマネジャー直通TEL：877-1031　ホームヘルパー直通TEL：854-4414

※高齢者に関する相談窓口　担当地区
　堀内・長柄　　　　　　　　　　　葉山町地域包括支援センター　TEL：877-5324
　一色・木古庭・上山口・下山口　　葉山町地域包括支援センター 清寿苑　TEL：878-8905

楽しい暮らしを求めて
愛と笑いの はつこい葉山

老人クラブ活動のテーマは、《自ら楽しむ》であります。自ら楽しさを創出
することです。町内の皆様におかれましても、互いにピエロとなって、とも
に明るいまちづくりに参加しましょう。
応　募：クラブ会員募集は60歳からでありますが、準会員として、若い方で

も入会できます。いつでも受け付けます。
活　動：健康・友愛・奉仕・地域支援が基本活動であります。
細　部：いこいの日（毎月2回）、新年懇親会（年1回）、日帰りバス旅行（年

2回）、竜宮城フェスティバル（年1回）、グラウンドコルフ大会（年
2回）、史跡探訪歩こう会（年2回）、ゲートボール大会（年1回）、
貯筋運動（年35回）、サロン（年6回）、餅つき大会（年1回）、施設
訪問ボランティア（年6回）、ゆめクラブ大学（2回）・新任会長（1
回）・友愛チーム（1回）・地域支援担い手養成（1回）の研修実施。
まちづくり展、福祉まつり等の参加。

連絡先：葉山町老人クラブ連合会
　　　　山崎時彦 TEL：875-3288　　江原真佐美 TEL：875-4095

自然豊かな葉山の里山や海岸で、楽しく交流しながら健康
づくりを行うシニアの活動が始まります。
●対象：田んぼや海岸が散策できる葉山在住のシニア、障がい

のある方、軽度の認知症
●定員：10名程度　　●参加費500円／1回
●活動日時・場所・内容：
　◆2/15（火）10：00 ～ 12：00
　　海岸散策とマリンクラフト作り
　　※下山口1741　オーシャンファミリー
　◆3/15（火）10：00 ～ 12：00
　　山野草観察と山野草料理
　　※木古庭168　はやま里山ファーム
●問合せ&申込先：
　葉山の自然・海でウェルネスライフをつくる会
　事務局　海野佳子　TEL：090-4727-9286
　※葉山町生きがいミニデイサービス事業

令和3年10月30日葉山町文化祭出番まえの稽古で、はいポーズ。
老若男女毎月3回の稽古に励んでいます。

「葉山 海と里山シニア倶楽部」開催


